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５
月
11
日
の
臨
時
会
に
お
い
て
、
議

長
な
ら
び
に
副
議
長
に
就
任
い
た
し
ま

し
た
。
市
民
の
代
表
で
あ
る
議
会
の
リ

ー
ダ
ー
と
し
て
の
重
責
に
身
の
引
き
締

ま
る
思
い
で
あ
り
ま
す
。
公
平
公
正
を

旨
と
し
て
開
か
れ
た
議
会
運
営
に
徹
し

て
い
き
ま
す
。

　
現
在
、
渦
中
の
新
型
コ
ロ
ナ
対
策
を

は
じ
め
課
題
が
山
積
し
て
い
る
中
、
行

政
に
対
す
る
議
会
の
チ
ェ
ッ
ク
機
能
は

さ
ら
に
重
要
度
を
増
し
て
い
ま
す
。
一

つ
一
つ
の
事
業
が
ど
う
あ
る
べ
き
か
。

ど
う
執
行
さ
れ
た
の
か
。
そ
れ
が
将
来

の
羽
村
市
に
と
っ
て
ど
う
生
か
さ
れ
て

い
く
の
か
。
市
民
の
皆
様
の
思
い
が
反

映
さ
れ
、
「
住
み
続
け
た
い
羽
村
市
」

に
な
る
よ
う
鋭
意
働
い
て
ま
い
る
所
存

で
あ
り
ま
す
。
そ
し
て
、
議
会
の
見
え

る
化
を
通
し
て
ご
理
解
・
ご
協
力
が
得

ら
れ
る
よ
う
全
力
で
地
方
自
治
の
進
展

に
邁
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。
ど
う
ぞ
よ

ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

市長提出議案…P４	 議案の議決結果…P６
一般質問………P８	 議会活動報告……P17

就任のごあいさつ

冨松　崇　副議長 中嶋　勝　議長

新
し
い
議
会
の
構
成
が
決
ま
り
ま
し
た
P2
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新たな議会構成

新
し
い

議
会
の
構
成

が
決
ま
り
ま
し
た

　

５
月
11
日
・
14
日
に
第
４
回
羽
村
市
議
会
臨
時
会

を
開
催
し
、
議
長
選
挙
お
よ
び
副
議
長
選
挙
を
行
い
、

議
長
に
中
嶋
勝
議
員
、
副
議
長
に
冨
松
崇
議
員
を
新

た
に
選
出
し
ま
し
た
。

　

次
に
、
各
常
任
委
員
会
と
議
会
運
営
委
員
会
の
委

員
、
２
つ
の
特
別
委
員
会
の
委
員
を
選
任
す
る
と
と

も
に
、
委
員
長
お
よ
び
副
委
員
長
を
互
選
し
、
新
し

い
議
会
の
構
成
が
決
定
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
議
員
選
出
の
監
査
委
員
と
し
て
馳
平
耕
三

議
員
の
選
任
に
同
意
し
ま
し
た
。

委員会名 委員長 副委員長 委　員

常
任
委
員
会

総務委員会 高田　和登 鈴木　拓也 冨松　　崇　　富永　訓正
馳平　耕三　　石居　尚郎

経済委員会 山崎　陽一 大塚あかね 櫻沢　　康　　秋山　義徳
印南　修太　　中嶋　　勝

厚生委員会 濱中　俊男 浜中　　順 梶　　正明　　西川美佐保
水野　義裕　　門間　淑子

議会運営委員会 富永　訓正 水野　義裕
秋山　義徳　　高田　和登
鈴木　拓也　　石居　尚郎
濱中　俊男　　門間　淑子

特
別
委
員
会

羽村市多摩都市モノレール建
設促進及び公共交通対策特別
委員会

大塚あかね 印南　修太

櫻沢　　康　　冨松　　崇
中嶋　　勝　　鈴木　拓也
馳平　耕三　　石居　尚郎
濱中　俊男

羽村市基地対策特別委員会 西川美佐保 梶　　正明

秋山　義徳　　高田　和登　
浜中　　順　　富永　訓正
山崎　陽一　　水野　義裕
門間　淑子

広報委員会 冨松　　崇 山崎　陽一
櫻沢　　康　　浜中　　順
大塚あかね　　西川美佐保
石居　尚郎　　濱中　俊男

議　長 中嶋　勝 副議長 冨松　崇
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監査委員 馳平　耕三

　

一部事務組合・広域連合 議　員

瑞穂斎場組合議会 櫻沢　　康　　浜中　　順　　濱中　俊男

西多摩衛生組合議会 高田　和登　　水野　義裕　　門間　淑子

青梅、羽村地区工業用水道企業団議会 印南　修太　　西川美佐保　　山崎　陽一

羽村・瑞穂地区学校給食組合議会 富永　訓正　　鈴木　拓也　　石居　尚郎

東京たま広域資源循環組合議会 冨松　　崇

福生病院企業団議会 秋山　義徳　　梶　　正明　　大塚あかね

東京都市町村議会議員公務災害補償等組合議会 中嶋　　勝

　

協議会等 議員・委員

三多摩上下水及び道路建設促進協議会 中嶋　　勝（理事）

第１委員会（上水道） 浜中　　順

第２委員会（下水道） 大塚あかね

第３委員会（道　路） 櫻沢　　康

三鷹・立川間立体化複々線促進協議会 中嶋　　勝　　山崎　陽一

全国市議会議長会基地協議会 中嶋　　勝

多摩地域都市モノレール等建設促進協議会 中嶋　　勝　　大塚あかね　　

東京都三多摩地区消防運営協議会 中嶋　　勝

西多摩地域広域行政圏協議会審議会 中嶋　　勝　　冨松　　崇　　高田　和登

一般社団法人大多摩観光連盟 中嶋　　勝

　

市の付属機関 議員・委員

羽村市都市計画審議会 櫻沢　　康　　浜中　　順　　富永　訓正
山崎　陽一　　水野　義裕

羽村市土地開発公社評議員 秋山　義徳　　梶　　正明　　高田　和登
鈴木　拓也　　大塚あかね　　西川美佐保

羽村市土地開発公社監事 馳平　耕三
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審議した主な議案

議
案	

審	

議

■ 

第
３
回
臨
時
会
（
４
月
）
に
市
長
か
ら
提
出
さ
れ
た
議
案
は
、
専

決
処
分
の
報
告
３
件
、
補
正
予
算
案
件
１
件
、
合
わ
せ
て
４
件
を

承
認
・
可
決
し
ま
し
た
。

■ 

第
４
回
臨
時
会
（
５
月
）
に
市
長
か
ら
提
出
さ
れ
た
議
案
は
、
条

例
に
関
す
る
議
案
１
件
、
そ
の
他
の
議
案
２
件
、
合
わ
せ
て
３
件

を
可
決
・
同
意
し
ま
し
た
。

■ 

第
５
回
定
例
会
（
６
月
）
に
市
長
か
ら
提
出
さ
れ
た
議
案
は
、
条

例
に
関
す
る
議
案
４
件
、
補
正
予
算
案
件
３
件
、
専
決
処
分
の
報

告
２
件
、
そ
の
他
の
議
案
３
件
合
わ
せ
て
12
件
を
可
決
・
承
認
・

同
意
し
ま
し
た
。

　

 

審
議
し
た
陳
情
２
件
は
、
１
件
が
不
採
択
、
１
件
が
趣
旨
採
択
と

な
り
ま
し
た
。

　
主
な
議
案
の
概
要
は
次
の
と
お
り
で
す
。

※ 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
関
連
の
補
正
予
算
な
ど
の
審
議
の
た
め
、

臨
時
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

市
長
提
出
議
案

■�

７
月
末
ま
で
に
65
歳
以
上
の
ワ
ク

チ
ン
接
種
を
完
了
さ
せ
る
た
め
の

追
加
経
費
等
を
計
上

専
決
処
分
の
承
認
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

令
和
３
年
度
羽
村
市
一
般
会
計

補
正
予
算（
第
３
号
）

　

【
主
な
内
容
】　

　
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
６
７
４
０
万
円

を
増
額
し
、
補
正
後
の
予
算
額
を
歳
入

歳
出
そ
れ
ぞ
れ
２
２
３
億
４
７
８
０
万

円
と
す
る
も
の
で
す
。

【
議
決
結
果
】　
承
認

質
疑

接
種
予
約
の
変
更
の
状
況
は
。

　
　
予
約
の
変
更
を
す
る
た
め
に
、
コ

ー
ル
セ
ン
タ
ー
か
ら
、
約
３
０
０
０
人

分
の
予
約
の
移
動
の
電
話
を
し
た
。

接
種
を
週
６
日
体
制
に
強
化
す
る

た
め
の
医
師
や
看
護
師
の
確
保
は
で
き

て
い
る
の
か
。

　
　

医
師
の
確
保
は
で
き
て
い
る
。
看

護
師
も
多
く
の
応
募
が
あ
り
、
ロ
ー
テ

ー
シ
ョ
ン
を
組
む
こ
と
が
で
き
て
い
る
。　

　
　
接
種
会
場
運
営
委
託
料
の
委
託
先

と
委
託
内
容
は
。

　
　
接
種
回
数
を
増
や
す
た
め
、
火
・

金
曜
日
の
終
日
、
土
曜
日
の
午
前
中
を

追
加
し
た
こ
と
に
伴
う
接
種
会
場
の
運

営
委
託
料
で
あ
る
。
設
営
と
運
営
は
株

式
会
社
Ｊ
Ｔ
Ｂ
、
駐
車
場
の
整
理
・
誘

導
は
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
に
委
託

し
て
い
る
。

集
団
接
種
会
場
ま
で
シ
ャ
ト
ル
バ

ス
を
運
行
し
て
い
る
が
、
も
っ
と
市
民

へ
周
知
し
て
は
ど
う
か
。

　
　
65
歳
以
上
の
方
に
接
種
券
と
同
時

に
シ
ャ
ト
ル
バ
ス
運
行
の
チ
ラ
シ
を
配

布
し
て
い
る
。
ま
た
、
広
報
・
公
式
サ

イ
ト
に
も
掲
載
し
て
い
る
。
今
後
も
周

知
を
図
っ
て
い
き
た
い
。

■�

子
育
て
世
帯
生
活
支
援
特
別
給
付

金
等
の
経
費
を
計
上

令
和
３
年
度
羽
村
市
一
般
会
計

補
正
予
算（
第
４
号
）

　

【
主
な
内
容
】　

　
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
２
億
８
２
０
万
円

を
増
額
し
、
補
正
後
の
予
算
額
を
歳
入

歳
出
そ
れ
ぞ
れ
２
２
５
億
５
６
０
０
万
円

と
す
る
も
の
で
す
。

【
議
決
結
果
】　
原
案
可
決
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議 案 審 議

■�
損
害
賠
償
額
を
決
定

【
主
な
内
容
】

　
市
内
在
住
者
が
市
道
４
０
１
７
号
線

の
歩
道
に
設
置
さ
れ
た
消
火
栓
の
止
水

弁
に
つ
ま
ず
き
、
転
倒
し
負
傷
し
た
事

故
に
対
す
る
損
害
賠
償
額
を
決
定
す
る

も
の
で
す
。

【
議
決
結
果
】　
原
案
可
決

質
疑

事
故
の
再
発
防
止
策
は
。

　
　
事
故
現
場
は
、
止
水
弁
の
移
動
を

行
っ
た
。
市
内
全
域
を
調
査
し
、
問
題

が
あ
る
場
所
に
つ
い
て
は
、
歩
行
に
支

障
が
な
い
よ
う
に
対
応
し
た
。

■�

副
市
長
の
選
任
に
同
意

　
副
市
長
の
任
期
満
了
に
伴
い
、
小
林

宏
子
氏
を
副
市
長
に
選
任
す
る
こ
と
に

つ
い
て
、
議
会
の
同
意
を
求
め
る
も
の

で
す
。

【
任
期
】　
令
和
３
年
８
月
１
日
～
令
和

７
年
７
月
31
日

【
議
決
結
果
】　
原
案
同
意

採
　
　
択　
原
子
力
ゼ
ロ
を
目
指

し
て
政
策
転
換
し
、
代
替
エ
ネ
ル
ギ
ー

の
た
め
の
開
発
努
力
を
進
め
る
べ
き
。

問
題
を
た
く
さ
ん
抱
え
て
い
る
原
子
炉

を
こ
の
ま
ま
使
い
続
け
る
こ
と
は
賛
成

で
き
な
い
。�

(

令
和
か
が
や
き)

趣
旨
採
択　
陳
情
内
容
に
あ
る
再

生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
電
力
目
標
達
成
ま

で
、
現
段
階
で
の
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
が

あ
り
、
さ
ら
に
具
体
的
計
画
と
な
る
よ

う
検
討
が
必
要
で
あ
る
。�

(

公
明
党)

採
　
　
択　
気
候
変
動
の
原
因
と

な
る
温
室
効
果
ガ
ス
の
排
出
の
大
幅
削

減
に
向
き
合
う
べ
き
。
危
険
な
原
子
力

発
電
に
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
託
す
る
こ
と
は

到
底
で
き
な
い
。
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ

ー
を
確
保
す
る
た
め
、
計
画
的
な
努
力

が
抜
本
的
に
求
め
ら
れ
て
い
る
。

　
　

�

（
日
本
共
産
党
）

趣
旨
採
択　
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ

ー
だ
け
で
は
安
定
的
な
電
気
供
給
は
難

し
い
。
原
子
力
依
存
度
を
低
減
さ
せ
る

こ
と
は
必
要
だ
が
、
原
子
力
発
電
停
止

は
現
実
的
で
は
な
い
。
趣
旨
に
は
賛
同

で
き
る
が
部
分
的
に
難
し
い
点
が
あ
る
。

�

（
新
政
会
）

採
　
　
択　
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ

ー
は
原
子
力
や
火
力
に
比
べ
、
小
型

化
・
分
散
が
可
能
で
災
害
時
の
対
応
に

陳
　
情

■�

エ
ネ
ル
ギ
ー
基
本
計
画
に
お
け
る

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
電
力
の
割

合
を
高
め
る
こ
と
を
求
め
る
意
見

書
提
出
を
求
め
る
陳
情
書

（
要
旨
）

１　
２
０
３
０
年
度
の
再
生
可
能
エ
ネ

ル
ギ
ー
電
力
目
標
を
60
％
以
上
、

２
０
５
０
年
度
は
１
０
０
％
と
す
る
。

２　
原
子
力
発
電
は
停
止
し
、
廃
炉
に

向
け
た
計
画
と
し
、
石
炭
火
力
発
電
は

２
０
５
０
年
ま
で
に
廃
止
す
る
。

３　
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
強
力
に

推
進
す
る
施
策
へ
の
転
換
を
早
急
に
進

め
る
。

　
以
上
、
国
に
意
見
書
を
提
出
し
て
ほ

し
い
。

【
議
決
結
果
】　
趣
旨
採
択

討
論

趣
旨
採
択　
脱
炭
素
社
会
に
向
け

て
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
推
進
す
る

施
策
へ
の
転
換
を
進
め
る
こ
と
は
賛
成

だ
が
、
目
標
値
は
現
実
的
な
数
値
と
は

言
え
な
い
。�

（
新
緑
会
）

も
適
し
て
い
る
。
構
成
比
を
さ
ら
に
高

い
目
標
に
す
る
こ
と
は
必
要
で
、
市
議

会
が
意
見
書
を
提
出
す
る
こ
と
は
重
要

で
あ
る
。�

（
市
民
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
）

趣
旨
採
択　
２
０
５
０
年
ま
で
に

脱
炭
素
を
実
現
す
る
た
め
に
、
再
生
可

能
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
推
進
す
る
施
策
へ
の

転
換
を
進
め
る
こ
と
は
賛
成
。
し
か
し
、

目
標
を
１
０
０
％
と
す
る
の
で
は
な
く
、

新
し
い
技
術
を
組
み
合
わ
せ
た
脱
炭
素

電
源
の
多
様
化
が
目
標
達
成
に
は
重
要

で
あ
る
。�

（
自
由
民
主
党
創
生
）

採
　
　
択　
パ
リ
協
定
は
、
気
温

上
昇
を
産
業
革
命
以
前
か
ら
２
℃
以
内

を
目
標
に
し
て
い
る
。
Ｃ
０
２
排
出
実

質
ゼ
ロ
宣
言
の
自
治
体
は
全
国
に
広
が

っ
て
お
り
、
自
治
体
の
努
力
も
必
要
。

�

（
世
論
）

※ 

内
容
は
要
約
し
て
い
ま
す
。
詳
細
は
イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
録
画
中
継　
（
６
月
15
日
・
６
月

30
日
分
）で
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

　 請願・陳情の願意につ
いては十分理解できる

が、当分の間は願意を実現するこ
とが困難な場合などに、「趣旨に
は賛成である」という意味の議決
をすること。

趣旨採択とは・・・
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■市長提出議案の議決結果

議 案 の 議 決 結 果

＜第３回臨時会（４月）で全会一致となった議案＞

件名・概要 議決結果

専決処分の承認を求めることについて〔羽村市税賦課徴収条例等の一部を改正する条例 ]
地方税法等の一部を改正する法律の施行に伴い、条例の一部を改正する必要が生じ、専決処分したため、議会の
承認を求める。

承認
専決処分の承認を求めることについて〔羽村市都市計画税条例の一部を改正する条例 ]
地方税法等の一部を改正する法律の施行に伴い、条例の一部を改正する必要が生じ、専決処分したため、議会の
承認を求める。

専決処分の承認を求めることについて〔羽村市介護保険条例の一部を改正する条例 ]
新型コロナウイルス感染症の影響により収入が減少したこと等による介護保険料の減免措置を延長するため、条
例の一部を改正する必要が生じ、専決処分したため、議会の承認を求める。

令和 3 年度羽村市一般会計補正予算（第 2 号）
歳入歳出それぞれ 4,440 万円を増額し、補正後の予算額を歳入歳出それぞれ 222 億 8,040 万円とする。 原案可決

＜第４回臨時会（５月）で全会一致となった議案＞

件名・概要 議決結果

羽村市会計年度任用職員の報酬、費用弁償及び期末手当に関する条例の一部を改正する条例
会計年度任用職員の期末手当について、基準日において在職し、健康保険法の適用を受け、6 月以上の任用期間
がある者を支給対象としているが、健康保険法の適用を受けない学生及び後期高齢者医療の被保険者についても、
健康保険法の適用を受ける者と同様の勤務条件で勤務する後期高齢者医療の被保険者等を支給対象に加えるた
め、条例の一部を改正する。

原案可決

監査委員の選任について
監査委員の辞職に伴い、馳平耕三氏を委員に選任したいので、議会の同意を求める。

【任期】　令和 3 年 5 月 11 日〜令和 5 年 4 月 30 日
原案同意

損害賠償額の決定について
市が管理する羽村市立羽村第二中学校テニスコート敷地内の樹木の枝が隣接する住宅敷地内に越境し、相手方の
住宅の雨どいを損傷させた事故に対する損害賠償額を決定する。

原案可決

■各 会 派 の 賛 否■ 　議案／ 〇…賛成　　×…反対　
 　陳情／ 〇…採択　　×…不採択　　□…趣旨採択　　　
■会 派 名■ 　緑…新緑会　　公…公明党　　　　　　　令…令和かがやき　　共…日本共産党
 　新…新政会　　ネ…市民ネットワーク　　世…世論　　　　　　自…自由民主党創生

凡　
例

＜第5回定例会（６月）で賛否の分かれた議案＞

件名・概要
会派名（数字は人数）

本会議での
議決結果緑 公 令 共 新 ネ 世 自

(4) (4) (3) (2) (2) (1) (1) (1)
羽村市事務手数料条例の一部を改正する条例
デジタル社会の形成を図るための関係法律の整備に関
する法律の施行に伴い、行政手続における特定の個人
を識別するための番号の利用等に関する法律の一部が
改正され、マイナンバーカードの発行手数料は地方公
共団体情報システム機構が定め、機構からの委託に基
づき市区町村において徴収することとなるため、条例
の一部を改正する。

〇 〇 〇 〇 〇 × 〇 〇 原案可決
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議 案 の 議 決 結 果

＜第５回定例会（６月）で全会一致となった議案＞

件名・概要 議決
結果

専決処分の承認を求めることについて
〔羽村市特別職の職員で非常勤のものの報酬及
び費用弁償に関する条例の一部を改正する条例〕
新型コロナワクチン接種医師の報酬単価を新たに規
定するため、条例の一部を改正する必要が生じ、専
決処分したため、議会の承認を求める。

承認

専決処分の承認を求めることについて
〔令和3年度羽村市一般会計補正予算（第3号）
Ｐ4参照
羽村市税賦課徴収条例の一部を改正する条例
地方税法等の一部を改正する法律及び地方税法施行
規則の一部を改正する省令の施行に伴い、条例の一
部を改正する。

原案
可決

羽村市家庭的保育事業等の設備及び運営に関す
る基準を定める条例の一部を改正する条例
関係法令の一部改正に伴い、条例の一部を改正する。
羽村市特定教育・保育施設及び特定地域型保育
事業の運営に関する基準を定める条例の一部を
改正する条例
関係法令の一部改正に伴い、条例の一部を改正する。

　

件名・概要 議決
結果

副市長の選任について
Ｐ5参照

原案
同意

固定資産評価審査委員会委員の選任について
固定資産評価審査委員会委員の任期満了に伴い、秋
間雅樹氏を委員に選任したいので、議会の同意を求
める。
【任期】令和3年7月１日〜令和6年6月30日
令和3年度羽村市一般会計補正予算（第4号）
Ｐ4参照

原案
可決

令和3年度羽村市介護保険事業会計補正予算
（第1号）
歳入歳出それぞれ430万円を増額し、補正後の予算
額を歳入歳出それぞれ 38億6,850万円とする。
令和3年度羽村市一般会計補正予算（第5号）
歳入歳出それぞれ4,470万円を増額し、補正後の予
算額を歳入歳出それぞれ 226億70万円とする。
損害賠償額の決定について
Ｐ5参照

■陳情の審議結果

件名 審査した
委員会

会派名（数字は人数）
本会議での
議決結果緑 公 令 新 共 ネ 世 自

(4) (4) (3) (2) (1) (1) (1) (1)

「国民万歳条例」の制定を求める陳情 総務
委員会 × × × × × × × × 不採択

エネルギー基本計画における再生可能エ
ネルギー電力の割合を高めることを求め
る意見書提出を求める陳情書

厚生
委員会 □ □ ― □ ― ― ― □ 趣旨採択※

※ 趣旨採択を求める討論と採決（採択）を求める討論があり、まず趣旨採択を諮った結果、賛成多数で趣旨採択と
決定しました。（―は趣旨採択に反対）

◆会派とは、政治上の主義や政策が同じ議員の集まりで、議会活動を行う上での
　基礎となります。
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